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しなやかで、揺るぎない地域外交第2章
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皆さんは、日本とハワイの間に姉妹・友好都市関係がいくつあるか知っていますか？その数は30に
も及び、これまで長きにわたり盛んな交流が行われてきました。日本人移民とその子孫によって

ハワイに作られた同郷会が基礎となって開始された交流もあれば、第二次世界大戦の厳しい経験や悲惨
な海洋事故を経て、平和や安全を希求する双方の思いから開始された交流もあります。これらの例が示
すように、日本とハワイの間の姉妹・友好都市関係は、150年以上前の日本人移民のハワイ到着から始
まった、長く深い友情の歴史そのものです。
このように日・ハワイ関係を語る上で欠かすことので

きない姉妹・友好都市交流ですが、新型コロナウイルス
感染症の拡大を受け、しばらくの間、対面での交流が中
断していました。その後、ハワイにおける新型コロナを
めぐる状況が落ち着いてきたこともあり、7月27日及び
28日、これまで築き上げてきた絆

きずな
を強固にし、新たなつ

ながりへと発展させることを目指して、ハワイと姉妹・
友好関係にある日本の22の地方自治体の代表がホノル
ルに集結し、第1回「日本ハワイ姉妹サミット」が開催
されました。延べ400人が参加した同サミットには、日本からは6道・県の知事、16市区町の長やその
代理が、そしてハワイからは、ハワイ州知事、ホノルル市長、カウアイ郡長、マウイ郡長、ハワイ郡長
が参加しました。日本とハワイの地方首長は久しぶりに対面で会談し、これまで1対1で行われてきた姉
妹・友好都市交流について、今後はこれを拡大し、双方の関係都市間での重層的な連携を模索し、より
効果的な交流を行う可能性について話し合いました。加えて、共通の課題である、持続可能なエネル
ギー、教育、持続可能な観光、ビジネス・経済について各分野のリーダーを招き、パネルディスカッショ
ンが行われました。
在ホノルル日本国総領事館は、サミット準備において、主催団体であるハワイ日米協会（JASH）1と協

力し、ハワイ側と日本側各地方自治体との調整業務の一端を担いました。また、7月27日には総領事公
邸にサミット参加者を招き、記念レセプションを行いま
した。北海道のアイヌ舞踊や沖縄県の獅
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マンスが披露され、ハワイの各界で活躍される方々に日
本の地方の魅力を発信する機会となりました。さらに、
地元ハワイの6道・県の県人会もブースを出展し、地方
自治体の代表者と交流する機会を提供し、日本とハワイ
の関係強化に寄与することができました。
「日本ハワイ姉妹サミット」は、新型コロナを乗り越え
てハワイにおける日本関連の最大級の行事となり、今後の
日本とハワイ間の交流再開を象徴するものとなりました。

1　JASH：Japan-America Society of Hawaii

日本ハワイ姉妹サミット集合写真
（7月27日、米国・ハワイ　写真提供：ハワイ日米協会）

総領事公邸での記念レセプションで披露された北海道のアイヌ
舞踊（7月27日、米国・ハワイ）
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―日本ハワイ姉妹・友好都市交流からの日米関係強化―
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